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              子どもたちの輝き -チルフェスを通してー 

校 長 萩野 幹夫 

最近の座間市での痛ましい事件に巻き込まれた若者のニュースに、心を痛めるばかりです。詳

しいことは少しずつ明らかになっていますが、皆様はどのように受けとめていますでしょうか？ 

５月号にて、昨今のネットの発展による影響について、私たちの生活は大きな恩恵を受けてい

ますが、さまざまなトラブルに巻き込まれてしまうネット社会の怖いことも多くあることをお伝

えしました。 PTA 総会の場でもお話しましたが、SNS 等を利用した青少年がトラブルに巻き込

まれるケースが後を絶たないことから、子供のかかわるネット状況を見守りながら、義務教育の

段階で正しい使い方ができるようにルールを決めて学ばせることがとても大切であり、お願いも

しました。 

今回の日本での出来事を対岸の火事とは思わずに、現実の教訓として受け止めて、好奇心旺盛

な子供たちの情報機器の活用の在り方をご家族で、今一度お話ししていただきたいと思います。 

  

 さて、先日のチルドレンズフェスティバルには、多くの保護者の方にご参観いただき、盛会裡に

終えることができました。子どもたちの素敵な笑顔や輝きが多くみられた行事となりました。ま

た、子供の感想からたくさんの大人からも褒めていただいたことを知ることができました。どの

子にとっても思い出に残る活動となったことをうれしく思いました。 

また、保護者の皆様には、いろいろとご協力いただき、心より感謝申し上げます。 

皆様からいただいたアンケートには、取り組みに対して多くの評価をいただきました。しかし、

子供の出演予定時刻より早まったため、駆けつけた時にはすでに終わっていたとの声もあり、多

くの方にはお詫びしなければなりません。誠に申し訳ありませんでした。ご迷惑おかけした該当

のご家庭には、よろしかったら録画の貸し出しを行いますので、担任にご連絡いただきたいと思

います。ステージ発表形式にして、二回目であり、さらなる改善を進めていきたいと思います。 

また、年末となり、ヤンゴン日本人学校の次年度計画を進める時期となりました。 

来月には、保護者の学校評価アンケートを配布します。皆様の新しい学校づくりへの思いや願

いも加味しながら、平成 30 年度の計画を立てていきます。 

今後とも、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

   

 

 

 

 

2017年 11月 15日 校長 萩野 幹夫 

 

＜今後の主な学校行事予定＞ 

11/ 16 日(木)～17 日(金) 

  小学部高学年宿泊体験学習 

22 日(水)～24 日(金) 

中学部 1・2 年宿泊体験学習 

12/ 5 日(火) 日本人墓地清掃小 1-4 学年 

    12 日(火)    〃  小 5-中３学年 

 

12/2 日(水)   幼稚部園外保育 

 

 

 

  

  12 日(火)～21 日(木) 個別懇談会 

13 日(水)  PTA 読み聞かせ 1年～6 年 

16 日(土) サッカー大会 

22 日(金) 終業式 

23 日(土)～1/7(日) 冬季休業日 
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『墓地清掃』について 

勤労・奉仕担当 西野 裕明 

ヤンゴン日本人学校では、１１月を平和学習月間としています。各学年の児童・生徒の実

態に合わせ、平和について考える取り組みを行っています。小学部では、図書室にある資料

や、国語科や社会科の関連教材・単元を通して、考えを深める機会を設定しています。中学

部では、さらにそこから視野を広げ、国際平和や民族紛争などについて理解を深めるように

しています。またＰＴＡの方々による読み聞かせの際に、平和を題材とした絵本を選んでい

ただいています。 

今年は、より国際平和について理解を深めるため、「国連平和の鐘を守る会」高瀬聖子様の

講話を聴く場を設けています。「国連平和の鐘」とは、愛媛県宇和島市長を務められた中川千

代治氏が「二度と戦争を起こしてはならない」という強い祈りを込めてニューヨーク本部に

寄贈したものです。第 2 次世界大戦時、激戦地となったビルマ（現ミャンマー）で、部隊の

中ただ一人生き残った中川氏の強い願いのもと寄贈されました。 

この鐘のレプリカが今年、ミャンマーに３つ寄贈されました。その内の一つが日本人墓地

に設置されます。今回、この講話を通して、平和の尊さについて学ばせていただくことにな

っています。 

私たちは今、ミャンマーで生活しています。かつてこの地で何があったのか、人々はどの

ような思いや願いを抱いて生きてきたのかを知ることは、今、私たちが「平和」について考

える上で、とても大切なことではないでしょうか。 

 多くの方々が眠る場所として、祈りを込めて建立された日本人墓地を清掃する機会をもつ

ことで、子どもたちが、改めてミャンマーと日本との関わりについて理解を深めていくこと

を願っています。そして一人一人が、今までの、そしてこれからの国際平和について関心を

高めていくことを期待しています。 

 

『児童会・生徒会活動の充実を目指して』 
 生徒会担当 釘本 聡子 

本校には、執行部を中心に生活委員会・図書委員会・保体委員会・環境美化委員会・放送委

員会の５つの委員会があります。現在、後期の活動が始まったばかりですが、どの委員会の

子どもたちも張り切って活動をしています。 

執行部は、前期より全校集会の企画運営、チルドレンズフェスティバルの実行委員などを

務め、後期は朝の挨拶運動や校内の生活向上の為の目安箱の設置などを計画しています。生

活委員会は、自分たちの生活を振り返って、足りないところや、もっと伸ばしたいことを月

目標に掲げ、ポスターなどで啓発活動をしています。図書委員会は、中休みや昼休みのカウ

ンター当番や七夕集会などの文化的行事の企画運営をしています。体育委員会は、朝のチャ

レンジタイムの企画運営、みんなが使っているボールの空気入れや、アセンブリーホールの

ラインテープ貼りなどを行っています。環境美化委員会は、掃除用具の点検・補充、魚の餌

やりや水槽の掃除などをしています。放送委員会は、毎日のお弁当タイムに日替わりの楽し

い番組を放送しています。恒例の転入生インタビューは、みんな楽しみに聞いています。 

児童会・生徒会活動は、子どもたちが自分たちの学校生活を見つめ考え、計画実行し、お

互いの成長を確認する大切な場です。これから更に、それぞれの委員会が協力し合い、子ど

もたち自身の手で学校生活が充実したものとなるようにサポートしていきたいと思います。 


